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原子力発電所の再稼働絶対反対！ ！

子供たちの未来のために

すべての原子炉の廃炉を目指そう！ ！

「核燃再処理」有利に修正

５月２４日付けの毎日新聞記事によると、内閣原子力委員会が「使用済み核燃料」の再処理政策

を論議してきた原子力委小委員会の報告案を作成するために、4 月 24 日に非公開で勉強会と称す

る会議が開かれたそうです。

その勉強会には原子力委小委員会の報告

案の原案が配られ、再処理に有利になるよう

に求める事業者側の意向に沿って、結論部分

にあたる「総合評価」が書き換えられそうで

す。

なぜ？ ！ 原子力委員会は

再処理にこだわるのか？

なぜ、原子力委員会は全量直接処分ではな

く、高コストだと分かっている再処理に報告

案を書き換えてまで、こだわるのでしょう

か？

全量直接処分というのは、原発を稼働させ

て出来た「使用済み核燃料」を地中深く埋め

ることです。再処理が出来なくなれば「使用済み核燃料」を埋める場所を速やかに決めなくてはな

らなくなります。埋める場所が困ることになれば、“原子力発電所停止”の世論が高まります。

核兵器にはプルトニウムが必要不可欠
使用済み核燃料の再処理が出来なくなれば、ウランやプルトニウムを取り出すことが出来なくな

ります。ウランやプルトニウムは核兵器に不可欠なものであり、核兵器の原料は外国に高く売るこ

とも出来るのです。ですから、原子力委小委員会や原子力発電所を推進したい企業は再処理にしが

みつく構図が見えてきます。



また、５月１９日付けの朝日新聞の記事には、東電が発表した値上げ申請の中には核燃料 110
億円とは別に「使用済み核燃料」の後始末費用 668 億円（積立金１兆１２６０億円）が含まれて

いることがわかりました。つまり、東電としては何が何でも、再処理事業を行いたいのです。

しかし、現実は青森六ヶ所村に建設予定の再処理工場は装置の不具合で 2008年末に試運転が停

止したままです。停止したままの再処理工場の費用を値上げ分として申請しているのです。

東電は原子力発電所の再稼働と、福島に代わる新たな原子力発電所の建設を狙っているといえま

す。こんなことが許されて良いのでしょうか？

ところで、使用済み核燃料を地中深く埋めた(全量直接処分)としても、必ずしも安全だとは言え

ません。なぜなら、日本は至るところに活断層があり、何時どこで大地震が起こるかわかりません。

その結果、埋めた使用済み核燃料から放射能が漏れ出す可能性があります。

だからといって、このまま原発を再び稼働し、「使用済み核燃料」を再処理すれば捨てるに捨て

られない放射性物質が増え続けます。さらに核兵器の材料（高濃度のウランやプルトニウム）を作

ることは、人類の最悪の事態をひき起こしかねません。

人類の手に負えない原子力

福島第一原子力発電所は収束のめどすら立っていません。原子力は人類の手に終えないものであ

ることははっきりしています。この夏電力が足りないと盛んに宣伝されています。しかし、列車を

間引くとか企業の操業を見直すといった声はあまり聞こえてきません。それどころか電力料金の値

上げ、家庭電力の節電など働くものばかりにしわ寄せが来ているのではないでしょうか。このこと

は、何とかもう一度原子力発電所を稼働させてお金もうけを企む輩の意志ではないでしょうか？

今すぐすべての原子炉を廃炉にし、国のエネルギー政策を原子力発電所に頼らないものに作り変

えることこそ、私たちに課せられた急務な課題ではないでしょうか？

将来を担う子どもたちの未来を守るために

今出来ることがあるのではないでしょうか？！


